
　　今後も利用者の状態に応じたサービスの提供など快適な暮らしを確保しつつ、２人

　部屋を基本としている居室について、プライバシーを保てるような生活環境の整備を

　　の様子などを載せた、機関誌「かけはし」を発送し、施設との連帯感を深めました。

　　防に努めましたが、利用者・職員に２回のコロナクラスター感染が認められました。

（１）利用者の楽しみの一つである食については、美味しくて安全な食事を目標として

（３）利用者と家庭との絆を深めるため、利用者の生活の様子についてのお手紙や行事

　で安心して生活していただくことを目的に、昭和４６年４月に定員１００名で開所し

令和６年度　救護施設有明荘事業報告書

１　概　　要

　　有明荘は、生活保護法に基づく救護施設で、身体や精神などの様々な障がいを持つ

　方や、経済的な理由などから家庭や地域で日常生活を送ることが困難な方々が、健康

（２）健康で安全に楽しく暮らしていくために、新型コロナウイルスによる制限もあり

　　令和６年度の運営にあたっては、協会の理念である「安全で心身ともに健やかな生

　活」をしていただけるように、保護者の方々や福祉事務所、医療機関等と連携を図り

　ながら、健全で安定した施設運営に努めました。利用者数については、定員を下回り

　に取り組んだ結果として、年度半ばには定員を超える利用者となりました。

２　利用者サービス

　　生きがいや喜びを感じられるサービスの提供に努めました。

（１）個別支援計画は、一人ひとりの状況や希望に添った支援目標を設定し、利用者が

　スタートしましたが、福祉事務所や病院などと連携を図り新規利用者の確保に積極的

　図るなどし新規入所者の確保に取組んでいきます。

　現在に至っています。

　　

　　ましたが、感染対策を取ったうえで一泊旅行などの外出行事を増やしたほか、利用

　　保持に努めました。

　　者の持つ能力を活かした余暇活動や作業等への参加を促し、日頃の生活の充実と、

　　楽しみが得られるよう支援しました。

３　健康・衛生管理と安全対策

（２）健康管理については、高齢化などによる体力の低下を防ぐため、理学療法士に

　　よるリハビリを実施するとともに日々のウォーキングや運動を通して身体機能の

　　　今後は、より一層の感染予防を徹底すると共に利用者サービスの充実に努めてま

　　いります。

　　栄養管理委員会で課題検討を行い、利用者から喜んでいただける食事の提供に努め

　　ました。

　　　一方で、新型コロナウイルスについて、換気、消毒、マスクの着用など感染予

　　　この間、職員は利用者への懸命な介護と感染拡大防止を、利用者にはマスク着用

　　の徹底や食事の分散などの協力を得てクラスターの収束を図りました。
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６　利用者の状況　（令和７年３月３１日現在）

２月

　　ましたが、有明ふれあい祭りに出店するなど地域との交流を深めました。

区分

0

５月 ７月

　　生活環境の整備に努めました。

４　地域交流

３月

　　　介護職としての資質向上や利用者の個別支援計画の作成などについて、新潟県社

５　職員の資質向上

（１）月別利用者状況 （定員：１００人）　                  
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（５）防災対策については、火災等の予防に努めるとともに、利用者の安全確保や大雨

　　・地震を想定した避難、職員参集などを念頭に災害による被害を最小限度にするた

　　めの訓練を行いました。

　

　　会福祉協議会や全国救護施設協議会の研修に参加したほか、利用者への関わり方や

　　めました。

　　　感染防止の観点から、各施設や青山小学校児童・地域との交流事業に制限はあり

（４）事故防止対策については、事故防止検討委員会で事故やヒヤリハットの原因分析、

　　防止策の検討・実施により事故防止に努めました。

　　設備や厨房設備の更新を行なうとともに利用者のプライバシー確保を図るため居室

　　人権などついて、内部研修や外部講師による研修を実施し、職員の資質の向上に努

（３）施設整備については、安心・安全に暮らし続けるために老朽化した自動火災報知
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７　職員の状況　（令和７年３月３１日現在）
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（１）事務費単価（月額） （単位：円）

（２）事業費単価（月額） （単位：円）

17,010 222,750

４月 65,140 4,480 69,620

一泊旅行、野外活動

文化祭、日帰り旅行、そば打ち実演

七夕茶会

実　　　　　施　　　　　行　　　　　事

一泊旅行、日帰り旅行、野外活動

忘年会、ボウリング

　７月

　９月 日帰り旅行、有明タウン祭り、野外活動

65,140 4,480

基準生活費 冬季加算額 期末一時扶助費

５月～９月 65,140

206,100

205,740

毎　月

月

　２月 節分、ボウリング、おやつバイキング

１１月

ホーム喫茶、避難訓練、誕生を祝う会、アパート清掃

フライングディスク大会、おやつバイキング、日帰り旅行、野外活動

５月～３月

１２月 65,140 4,480 5,070

７年１月

１２月

　３月 カラオケ、ひな祭り喫茶、フルーツ狩り、麺バイキング、野外活動慰労会

９　措置費収入

適用期間

適用期間 人件費 管理費 計

４月

69,620

74,690

19,630 225,730

計

10月、11月、1月～3月

65,140

新年会

カラオケ

花見、動物ふれあいの日、菖蒲湯

８　主な年間行事等

　５月

　８月

１０月

　６月

６年４月


